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研究要旨 

片頭痛間欠期の支障度と中枢神経感作との関連について検討するために、片頭痛間

欠期の支障度を評価する MIBS-4（4-item Migraine Interictal Burden Scale）と

中枢神経感作を評価する CSI(Central sensitization inventory)を用いて、富永病院

頭痛センターに通院もしくは入院中の１８歳以上の片頭痛患者２００人を対象に、

片頭痛間欠期支障度と中枢神経感作との関連について検討する。 

 

Ａ．研究目的 

片頭痛間欠期支障度と中枢神経感作との関連につ

いて検討する。 

 

Ｂ．研究方法 

 片頭痛間欠期の支障度と中枢神経感作との関連に

ついて検討するために、片頭痛間欠期の支障度を評

価する MIBS-4（4-item Migraine Interictal Burden 

Scale）と中枢神経感作を評価する CSI(Central 

sensitization inventory)を用いて、富永病院頭痛センタ

ーに通院もしくは入院中の１８歳以上の片頭痛患者

２００人を対象に、片頭痛間欠期支障度と中枢神経

感作との関連について検討する。 

（倫理面への配慮） 

 本研究で収集する情報には個人が特定される情報

は含まず匿名化を行ったデータシートを用いる。 

 

Ｃ．研究結果（中間解析） 

 MIBS-4 が３点以上では CSI スコアが４０点以上で

あり、すでに中枢神経感作が進行した状態であっ

た。また、間欠期支障（MIBS-4）と中枢神経感作

（CSI）に正の相関がみられた。 

 

Ｄ．考察 

MIBS-4 と CSI に正の相関がみられ、片頭痛発作間

欠期の支障と中枢感作の関連が示唆された。 

 

Ｅ．結論 

 現在中間解析のため未。 

 

Ｆ．健康危険情報 

（分担研究報告書には記入せずに、総括研究報告書

にまとめて記入） 
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 未報告 

 

Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む。） 

 1. 特許取得 

 なし 

 2. 実用新案登録 

 なし 

 3.その他 

 なし


